
相 談 

【地域包括支援センター】

地域包括支援センターは介護・医療・生活等の総合相談窓口です。

自分らしく、住み慣れたところで安心して暮らしていかれるように様々な面からご本人や

ご家族を支えています。

保健師・社会福祉士・主任介護支援専門員の３職種がそれぞれの専門性を活かし、認知症

初期集中支援チームをはじめとした市各課、医療機関や介護事業所などの関係機関と適宜連

携しながらご相談に応じています。

◆所 在 地：小諸市与良町 小諸市野岸の丘総合福祉センター 階

◆電 話： ◆ ：

【認知症初期集中支援チーム】

小諸市認知症初期集中支援チームは、認知症サポート医である専門医・保健師・看護師・

社会福祉士等で構成され、市高齢福祉課に設置されています。

『認知症になっても本人の意思が尊重され、出来る限り住み慣れた地域のよい環境で暮

らし続けられる』ために、認知症の人やその家族に早期に関わり支援体制を構築すること

を目的に、受診支援・日常生活、介護に関わる支援・地域との関わりに関する支援・家族

支援を行います。

＜対象者＞

①認知症の初期の方

日常生活に大きな支障が出ない段階から、受診の必要性の見極め、受診（かかりつけ医

への相談）やご家族の対応についてサポートします。

②ご本人やご家族をとりまく状況はどうなのか、もう少し状況を見極めたい方に対し、地

域包括支援センターが総合的なマネジメント、今後の方針を立てて行くため、期間を定め

集中的に情報収集します。

③拒否があり、支援が入りづらい方

一定期間頻度を多く訪問することで外から人が入りやすくし、支援者との関係性がスム

ーズに作れるよう支援します。

■問い合わせ先：小諸市高齢福祉課

相　　　　　談

【地域包括支援センター】

　地域包括支援センターは介護・医療・生活等の総合相談窓口です。

　自分らしく、住み慣れたところで安心して暮らしていかれるように様々な面からご本人や

ご家族を支えています。

　保健師・社会福祉士・主任介護支援専門員の３職種がそれぞれの専門性を活かし、認知症

初期集中支援チームをはじめとした市各課、医療機関や介護事業所などの関係機関と適宜

連携しながらご相談に応じています。

◆所在地：小諸市与良町 6-5-1　小諸市社会福祉協議会内

◆電　話：0267-26-2250　　◆ F A X：0267-26-2220

【認知症初期集中支援チーム】

　小諸市認知症初期集中支援チームは、認知症サポート医である専門医・保健師・看護師・

社会福祉士等で構成され、市高齢福祉課に設置されています。

　『認知症になっても本人の意思が尊重され、出来る限り住み慣れた地域のよい環境

で暮らし続けられる』ために、認知症の方やその家族に早期に関わり支援体制を構築

することを目的に、受診・日常生活・介護に関することや地域との関わり等への支援の

ほか、ご家族の対応に関するサポートを行います。

＜対象者＞

①認知症の初期の方

　日常生活に大きな支障が出ない段階から、受診の必要性の見極め、受診（かかりつけ

　医への相談）やご家族の対応についてサポートします。

②拒否があり、支援が入りづらい方

　一定期間頻度を多く訪問することで外から人が入りやすくし、支援者との関係性が

　スムーズに作れるよう支援します。

■問い合わせ先：小諸市高齢福祉課　電話：0267-22-1700

相 談 

【地域包括支援センター】

地域包括支援センターは介護・医療・生活等の総合相談窓口です。

自分らしく、住み慣れたところで安心して暮らしていかれるように様々な面からご本人や

ご家族を支えています。

保健師・社会福祉士・主任介護支援専門員の３職種がそれぞれの専門性を活かし、認知症

初期集中支援チームをはじめとした市各課、医療機関や介護事業所などの関係機関と適宜連

携しながらご相談に応じています。

◆所 在 地：小諸市与良町 小諸市野岸の丘総合福祉センター 階

◆電 話： ◆ ：

【認知症初期集中支援チーム】

小諸市認知症初期集中支援チームは、認知症サポート医である専門医・保健師・看護師・

社会福祉士等で構成され、市高齢福祉課に設置されています。

『認知症になっても本人の意思が尊重され、出来る限り住み慣れた地域のよい環境で暮

らし続けられる』ために、認知症の人やその家族に早期に関わり支援体制を構築すること

を目的に、受診支援・日常生活、介護に関わる支援・地域との関わりに関する支援・家族

支援を行います。

＜対象者＞

①認知症の初期の方

日常生活に大きな支障が出ない段階から、受診の必要性の見極め、受診（かかりつけ医

への相談）やご家族の対応についてサポートします。

②ご本人やご家族をとりまく状況はどうなのか、もう少し状況を見極めたい方に対し、地

域包括支援センターが総合的なマネジメント、今後の方針を立てて行くため、期間を定め

集中的に情報収集します。

③拒否があり、支援が入りづらい方

一定期間頻度を多く訪問することで外から人が入りやすくし、支援者との関係性がスム

ーズに作れるよう支援します。

■問い合わせ先：小諸市高齢福祉課

相 談 

【ケアマネジャー】

要介護・要支援認定を受けた方及び介

護予防日常生活支援総合事業対象者の

方々の望む暮らしを一緒に考えて、実現

に近づけてくれる身近な相談役です。

専門的な知識を活かし、一人ひとりの

今までとこれからの暮らしに基づき、生

活全般や各種サービス等の相談に応じて

います。

【介護保険事業所】

専門的な知識を活かし相談に対応し

ます。また、状況に応じ、地域包括支援

センターに繋ぎ、継続的な相談や介護サ

ービス利用など適切な支援に繋げます。

オレンジ色の

のぼり旗が目印です。

ご相談ください

【認知症コールセンター】

【若年性認知症

コールセンター】

ご本人・ご家族等の認知症に関する悩み

や疑問等の電話相談に応じています。

◆電話：

（ 法人長野県宅幼老所・

グループホーム連絡会内）

◆時間： 時～ 時

◆曜日：認知症相談☞火・木・土

若年性認知症相談☞月・水・金

コラム「認知症症状の緩和」

脳や身体を使わないこと、いわゆる「廃

用」は認知症の進行を加速させます。

何をするにしても大切なのは①～④を心

掛け、楽しく行うことです。

① 心地よい刺激で笑顔に

② 友人や家族とのコミュニケーシ

ョンで安心

③ 日課や役割をもつ

④ ほめる、ほめられるを大事に

心地よいコミュニケーションや昔の楽し

い思い出を語り合うこと、趣味活動を続

けることなどは、気持ちの安定や認知症

症状の緩和につながります。

相　　　　　談

【ケアマネジャー】

　要介護・要支援認定を受けた方及び

介護予防日常生活支援総合事業対象者の

方々の望む暮らしを一緒に考えて、実現

に近づけてくれる身近な相談役です。

　専門的な知識を活かし、一人ひとりの

今までとこれからの暮らしに基づき、生活

全般や各種サービス等の相談に応じて

います。

【介護保険事業所】

　専門的な知識を活かし相談に対応します。

また、状況に応じ、地域包括支援センター

に繋ぎ、継続的な相談や介護サービス利用

など適切な支援に繋げます。

【認知症コールセンター】

　 【若年性認知症

          コールセンター】

ご本人・ご家族等の認知症に関する悩み

や疑問等の電話相談に応じています。

◆電話：0268-23-7830

　　（NPO 法人長野県宅幼老所・

　　　　　　グループホーム連絡会内）

◆時間：13 時～ 20 時

◆曜日：認知症相談 ☞ 火・木・土

　　　　若年性認知症相談 ☞ 月・水・金

【お口と食生活の相談】

　高齢者等のお口の健康や歯科受診、食

生活や栄養に関する各種相談に高齢福祉

課に所属する歯科衛生士、管理栄養士が

応じています。相談は訪問等による面談

のほか、ご家族やケアマネジャー等から

の相談にも応じています。

■問い合わせ先：小諸市高齢福祉課

相 談 

【ケアマネジャー】

要介護・要支援認定を受けた方及び介

護予防日常生活支援総合事業対象者の

方々の望む暮らしを一緒に考えて、実現

に近づけてくれる身近な相談役です。

専門的な知識を活かし、一人ひとりの

今までとこれからの暮らしに基づき、生

活全般や各種サービス等の相談に応じて

います。

【介護保険事業所】

専門的な知識を活かし相談に対応し

ます。また、状況に応じ、地域包括支援

センターに繋ぎ、継続的な相談や介護サ

ービス利用など適切な支援に繋げます。

オレンジ色の

のぼり旗が目印です。

ご相談ください

【認知症コールセンター】

【若年性認知症

コールセンター】

ご本人・ご家族等の認知症に関する悩み

や疑問等の電話相談に応じています。

◆電話：

（ 法人長野県宅幼老所・

グループホーム連絡会内）

◆時間： 時～ 時

◆曜日：認知症相談☞火・木・土

若年性認知症相談☞月・水・金

コラム「認知症症状の緩和」

脳や身体を使わないこと、いわゆる「廃

用」は認知症の進行を加速させます。

何をするにしても大切なのは①～④を心

掛け、楽しく行うことです。

① 心地よい刺激で笑顔に

② 友人や家族とのコミュニケーシ

ョンで安心

③ 日課や役割をもつ

④ ほめる、ほめられるを大事に

心地よいコミュニケーションや昔の楽し

い思い出を語り合うこと、趣味活動を続

けることなどは、気持ちの安定や認知症

症状の緩和につながります。

相 談 

【ケアマネジャー】

要介護・要支援認定を受けた方及び介

護予防日常生活支援総合事業対象者の

方々の望む暮らしを一緒に考えて、実現

に近づけてくれる身近な相談役です。

専門的な知識を活かし、一人ひとりの

今までとこれからの暮らしに基づき、生

活全般や各種サービス等の相談に応じて

います。

【介護保険事業所】

専門的な知識を活かし相談に対応し

ます。また、状況に応じ、地域包括支援

センターに繋ぎ、継続的な相談や介護サ

ービス利用など適切な支援に繋げます。

オレンジ色の

のぼり旗が目印です。

ご相談ください

【認知症コールセンター】

【若年性認知症

コールセンター】

ご本人・ご家族等の認知症に関する悩み

や疑問等の電話相談に応じています。

◆電話：

（ 法人長野県宅幼老所・

グループホーム連絡会内）

◆時間： 時～ 時

◆曜日：認知症相談☞火・木・土

若年性認知症相談☞月・水・金

コラム「認知症症状の緩和」

脳や身体を使わないこと、いわゆる「廃

用」は認知症の進行を加速させます。

何をするにしても大切なのは①～④を心

掛け、楽しく行うことです。

① 心地よい刺激で笑顔に

② 友人や家族とのコミュニケーシ

ョンで安心

③ 日課や役割をもつ

④ ほめる、ほめられるを大事に

心地よいコミュニケーションや昔の楽し

い思い出を語り合うこと、趣味活動を続

けることなどは、気持ちの安定や認知症

症状の緩和につながります。

オレンジ色の

のぼり旗が目印です。

ご相談ください

相　　　　　談

【ケアマネジャー】

　要介護・要支援認定を受けた方及び

介護予防日常生活支援総合事業対象者の

方々の望む暮らしを一緒に考えて、実現

に近づけてくれる身近な相談役です。

　専門的な知識を活かし、一人ひとりの

今までとこれからの暮らしに基づき、生活

全般や各種サービス等の相談に応じて

います。

【介護保険事業所】

　専門的な知識を活かし相談に対応します。

また、状況に応じ、地域包括支援センター

につなぎ、継続的な相談や介護サービス

利用など適切な支援につなげます。

【認知症コールセンター】

　 【若年性認知症

          コールセンター】

ご本人・ご家族等の認知症に関する悩み

や疑問等の電話相談に応じています。

◆電話：0268-23-7830

　　（NPO 法人長野県宅幼老所・

　　　　　　グループホーム連絡会内）

◆時間：13 時～ 20 時

◆曜日：認知症相談 ☞ 火・木・土

　　　　若年性認知症相談 ☞ 月・水・金

【お口と食生活の相談】

　高齢者等のお口に関することや歯科

受診、食生活や栄養に関する各種相談に

高齢福祉課に所属する歯科衛生士、管理

栄養士が応じています。相談は訪問等

による面談のほか、ご家族やケアマネ

ジャー等からの相談にも応じています。

■問い合わせ先：小諸市高齢福祉課

相 談 

【地域包括支援センター】

地域包括支援センターは介護・医療・生活等の総合相談窓口です。

自分らしく、住み慣れたところで安心して暮らしていかれるように様々な面からご本人や

ご家族を支えています。

保健師・社会福祉士・主任介護支援専門員の３職種がそれぞれの専門性を活かし、認知症

初期集中支援チームをはじめとした市各課、医療機関や介護事業所などの関係機関と適宜連

携しながらご相談に応じています。

◆所 在 地：小諸市与良町 小諸市野岸の丘総合福祉センター 階

◆電 話： ◆ ：

【認知症初期集中支援チーム】

小諸市認知症初期集中支援チームは、認知症サポート医である専門医・保健師・看護師・

社会福祉士等で構成され、市高齢福祉課に設置されています。

『認知症になっても本人の意思が尊重され、出来る限り住み慣れた地域のよい環境で暮

らし続けられる』ために、認知症の人やその家族に早期に関わり支援体制を構築すること

を目的に、受診支援・日常生活、介護に関わる支援・地域との関わりに関する支援・家族

支援を行います。

＜対象者＞

①認知症の初期の方

日常生活に大きな支障が出ない段階から、受診の必要性の見極め、受診（かかりつけ医

への相談）やご家族の対応についてサポートします。

②ご本人やご家族をとりまく状況はどうなのか、もう少し状況を見極めたい方に対し、地

域包括支援センターが総合的なマネジメント、今後の方針を立てて行くため、期間を定め

集中的に情報収集します。

③拒否があり、支援が入りづらい方

一定期間頻度を多く訪問することで外から人が入りやすくし、支援者との関係性がスム

ーズに作れるよう支援します。

■問い合わせ先：小諸市高齢福祉課

相 談 

【ケアマネジャー】

要介護・要支援認定を受けた方及び介

護予防日常生活支援総合事業対象者の

方々の望む暮らしを一緒に考えて、実現

に近づけてくれる身近な相談役です。

専門的な知識を活かし、一人ひとりの

今までとこれからの暮らしに基づき、生

活全般や各種サービス等の相談に応じて

います。

【介護保険事業所】

専門的な知識を活かし相談に対応し

ます。また、状況に応じ、地域包括支援

センターに繋ぎ、継続的な相談や介護サ

ービス利用など適切な支援に繋げます。

オレンジ色の

のぼり旗が目印です。

ご相談ください

【認知症コールセンター】

【若年性認知症

コールセンター】

ご本人・ご家族等の認知症に関する悩み

や疑問等の電話相談に応じています。

◆電話：

（ 法人長野県宅幼老所・

グループホーム連絡会内）

◆時間： 時～ 時

◆曜日：認知症相談☞火・木・土

若年性認知症相談☞月・水・金

コラム「認知症症状の緩和」

脳や身体を使わないこと、いわゆる「廃

用」は認知症の進行を加速させます。

何をするにしても大切なのは①～④を心

掛け、楽しく行うことです。

① 心地よい刺激で笑顔に

② 友人や家族とのコミュニケーシ

ョンで安心

③ 日課や役割をもつ

④ ほめる、ほめられるを大事に

心地よいコミュニケーションや昔の楽し

い思い出を語り合うこと、趣味活動を続

けることなどは、気持ちの安定や認知症

症状の緩和につながります。
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